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【暗くなる季節到来！しっかり確認、安全運転】

1．早めのライト点灯
薄暗くなってきたら早めにヘッドライトを点灯します。ライトをつけることで自分の車
が他の車や歩行者に見えやすくなるため、安全性が高まります。日没前後の薄明かり
の時間帯は視野が悪くなりやすいので、明るいうちから点灯するのが理想です。

2．速度を控える
視野が悪くなると反応時間が遅れるため、暗くなってきたら速度を控えめにすること
が重要です。特に見通しの悪い場所や交差点、歩行者が多いエリアでは、スピードを
落として慎重に運転します。

3．周囲の確認を徹底する
歩行者や自転車は暗くなると見えにくくなります。特に暗い服装の歩行者が見落とさ
れやすいので、横断歩道や交差点付近では、いつも以上に注意して周囲を確認しま
しょう。

４．目の疲労に注意
日が暮れる時間帯は目が疲れやすく、注意力も低下しがちです。定期的に目を休める
ために休憩をとる事や、目を酷使しないように長時間の運転を避ける事が推奨され
ます。

5．ヘッドライトやウィンドウの点検
ヘッドライトの明るさが弱いと、視界確保が困難になります。また、フロントガラスが
汚れていると対向車のライトが反射して見えづらくなるため、定期的にヘッドライトや
ウィンドウの清掃や点検を行いましょう。

これからの対策を心掛けることで、日没後の事故を予防し、安全な運転を維持する
事ができます。

ライトの早め点灯！

・夕暮れ時・夜間の歩行者が関係する

事故は、発見の遅れが原因の一つで

あり、特に9月以降、日没後の重大事

故が多発することから、相互に気付き

気付かせる「ライトの早め点灯」「反射

材・LEDライトの着用」等の「３（サン）

ライト運動」を心掛ける。



※具体的には、こういう問題が発生しています。
その例として
①ランマを備品管理クラウドで見たら置場に3台ある事になっていたが実際は1台も無
かった。
⇒原因は、2台は、現場で使用していたが、残りの1台は1台は1ヵ月間セントラルに修
理の為、置きっぱなしであった。一部の人のみ修理に出ている事を把握していた。

②として車検、特自検の時期が来て車両を備品管理クラウドで確認したところ、置場に
ある状態になっていた。
⇒ところが、実際は現場にあり、依頼業者が置場に行ったところ該当の車両がない為、
誰が使用しているか探さざる負えなかった。

※故障、破損等の連絡も全体のラインワークスに報告をお願いしていますが、報告がな
い状況です。
例えば、機械の調子が悪く修理や見積りを頼む際も、その状況の連絡をラインワークス
にお願いします。
実際に、車両が修理に入っている時に依頼業者から連絡がきても状況が分からずに
困っています。
分かっていて報告しない理由がよくわかりません。
情報を共有し早期に解決しましょう。
探す手間を省く事で仕事も効率良く進みます。再度、社内ルールの確認をお願いします。

ルール違反の具体的例について

重機・機械・車両の社内ルールについて

1.重機・機械・車両を持ち出す際は必ず貸出申請を行ってください。

2.重機・機械・車両の予約が入っている場合は基本的に予約が優先されます。

※現場条件などにより調整が必要な場合は現場同士で変更をお願い致します。

※西和賀町内の緊急時などでは町内現場から機械の調達が急務となります。また

リース品を借りにいくのにも時間を要します。

町内現場に各種1台は残すようお願い致します。

3.故障、破損を発見した場合、ただちに全体ラインワークスに報告をお願いします。

※放置するのは辞めましょう。全く意味がありません。

※社内利用の目的にのみ使用されます。個人的な利用や他の目的での使用は禁止さ

れます。

※他人に頼らず、自分で責任を持ち、報告しましょう！



【実りの秋！高原ふれあい産直まつり】
10月6日(日)に開催された【高原ふれあい産直まつり】に弊社は、
建設機械ふれあいコーナーと、わたあめコーナーに参加しました。
とても賑わいを見せた建設機械ふれあいコーナーでは、子供たち
が嬉しそうに笑顔を見せていました！
わたあめコーナーも、多くの人が列を作り、賑わいました。弊社の
わたあめ職人 翔さん、今年も頑張ってくれました。皆さん、お疲
れ様でした！


